
愛知淑徳大学大学院グローバルカルチャー・コミュニケーション研究科規程

（趣旨）

第１条　愛知淑徳大学大学院グローバルカルチャー・コミュニケーション研究科（以下「研究科」という。）が

愛知淑徳大学大学院学則（以下「大学院学則」という。）第１条に則り、次の号に掲げる基本理念及び目的を

達するため、教育課程、授業、研究指導、成績評価等及び運営等について、大学院学則に定めるもののほか必

要な事項を定める。

（１）研究科は、大学理念である「違いを共に生きる」のもと、グローバル市民意識の涵養と異文化理解を基

本理念とする。

２　研究科は、この理念を実現するため「言語文化コース」・「交流文化コース」の2つのコースを有機的に連

携させることにより、学際的そして実用的な言語の運用能力を重視し、社会科学的な情報分析能力に裏打ちさ

れた実行力で、グローバル社会で研究・実践に積極的に携わる人材の養成をめざしている。

３　この規程に定めるもののほか、研究科の教育課程等に関し必要な事項は、研究科委員会の定めるところによ

る。

（教育課程編成の基本方針）

第２条　博士前期課程においては学部での学修成果を踏まえて、高度な知識・技術を有する専門職業人を養成す

ることを主眼にしている。専門領域に特化したより深い学修・研究を行うとともに、一方では専門性を多角的

に検討し、また実践する広範な学修を可能にする複合的な教育課程を編成する。博士後期課程においては、前

期課程での学修・研究成果を踏まえて、専門分野における研究を一層深化発展させることにより、グローバル

社会の養成に応えた高度な知識・技術・見識を有する専門職業人を養成する一方、自立して研究、またそれに

基づく実践活動ができる研究者を育成することを目的として、担当教員を定めて研究指導を中心にした学修・

研究活動を行う教育課程を編成する。

（養成する人材像）

第３条　本研究科が養成する人材像は、専攻が構成するコースごとに次のとおりとする。

（１）言語文化コース

世界各国・各地域の言語に対する深遠な知識、異文化に対する深い知見、高度なコミュニケーション能

力を持った人材を養成する。

（２）交流文化コース

国際協力、国際教育、ツーリズム、文化とコミュニケーションなどに関する理論的研究を多様な視点・

視座から行うための分析力、社会に潜む諸問題への解決策提言など社会貢献ができる実践力を持った人材

を養成する。

（教員編制方針）

第４条　研究科は、第2条に掲げる基本理念・目的を達するため、教育課程、授業、研究指導等及び運営上の必

要性に基づき、年齢構成を考慮しつつ、以下の要件を備えた教員により編制する。

（１）研究科の教員となる者は、人格、高い倫理観、識見、研究上の業績、大学の教育及び運営を担う能力、

学会及び社会における活動実績並びに職務遂行能力等について、大学教員たるに適する条件を備えてい

る。

（２）研究科の基本理念と教育目的の達成のため、教育課程編成の方針を尊重し、研究科を横断的視野に立っ

て協働できる能力を身につけている。

（３）研究科の教育目的を共有し実践するために、世界の研究動向と接続した研究実績を持ち、批判的思考・

異文化理解・分析方法を学生に伝え、多様なグローバル課題に向けた研究指導を実践できる。



（研究科長）

第５条　研究科に、研究科の管理運営を統括するために、研究科長を置く。

２　研究科長の選出方法については、別に定める。

（研究科委員会）

第６条　研究科の管理運営に必要な重要事項を審議するため、専任教員を構成員とする研究科委員会を置く。

２　研究科審議事項、各種委員会など研究科委員会の運営に関して必要な事項は、別に定める。研究科委員会

は、研究科長が招集し、その議長となる。

３　研究科委員会は、委員（海外出張中又は休職中の者を除く。）の３分の２以上の出席がなければ、議事を開

くことはできない。

４　議事は、出席委員の過半数でこれを決し、可否同数のときは、議長の決するところによる。

（授業科目、単位数及び履修方法）

第７条　研究科における授業科目、単位数及び履修方法並びに研究指導は、別表のとおりとする。

（指導教員）

第８条　入学又は進学を許可された者には、指導教員を定める。

２　指導教員は、２人以上とすることができる。

３　前項の場合に必要があるときは、他の研究科の教員を加えることができる。

（研究計画の提出）

第９条　入学又は進学を許可された者は、１か月以内に研究計画を作成し、所属する専攻の主任を経て研究科長

に提出しなければならない。

（研究計画等の提出）

第10条　博士前期課程に入学を許可された者は、研究指導教員の指導を受けて研究題目を含む研究計画を作成

し、指定の期間内に研究科長に提出し、研究科委員会の承認を得るものとする。

２　博士前期課程修了までの要件については、別に定める。

３　博士後期課程に入学または進学を許可された者は、前項の研究計画を博士論文計画書と読み替えて、同様の

手続きを経るものとする。

４　博士後期課程修了までの要件については、別に定める。

（研究指導実施報告書）

第11条　博士後期課程に在籍する学生の研究指導の実績については、研究指導教員が半期ごとに研究指導実施報

告書を作成し、指定の期間内に研究科長に報告するものとする。

（入学前の本学大学院における既修得単位の認定）

第12条　学生が研究科に入学する前に、本大学院において修得した単位については、博士前期課程の修了の要件

となる単位として認定することができる。

２　前項による単位の認定方法については、研究科委員会の定めるところによる。

（他の研究科の授業科目の履修）

第13条　学生が他の研究科において授業科目を履修し修得した単位については、１０単位を超えない範囲で、博

士前期課程の修了の要件となる単位として認定することができる。

２　前項による単位の認定方法については、研究科委員会の定めるところによる。

（学部の授業科目の履修）



第14条　学生は、指導教員の承認を得て、学部の授業科目を履修することができる。ただし、これにより修得し

た単位については、課程修了の要件単位には含まないものとする。

（改廃）

第15条　この規程の改廃は、研究科委員会の議を経た研究科長の上申により、学長が行う。

　

附　則

この規程は、平成２０年４月１日から施行する。

附　則

この規程は、平成２１年４月１日から施行する。

附　則

この規程は、平成２１年７月１日から施行する。

附　則

この規程は、平成２２年４月１日から施行する。

附　則

この規程は、平成２３年４月１日から施行する。

附　則

この規程は、平成２４年４月１日から施行する。

附　則

この規程は、平成２５年４月１日から施行する。

附　則

この規程は、平成２６年４月１日から施行する。

附　則

この規程は、平成２７年４月１日から施行する。

附　則

この規程は、平成２８年４月１日から施行する。

附　則

この規程は、平成２９年４月１日から施行する。

附　則

この規程は、平成３０年４月１日から施行する。

附　則

この規程は、平成３１年４月１日から施行する。

附　則

この規程は、令和３年４月１日から施行する。

附　則

この規程は、令和６年４月１日から施行する。

附　則

この規程は、令和７年４月１日から施行する。

附　則

この規程は、令和８年４月１日から施行する。

 2026グローバルカルチャー・コミュニケーション研究科別表



第２編　大学　（愛知淑徳大学大学院ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙｶﾙﾁｬｰ･ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ研究科規程）
￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣

必　修 選　択

単位数 単位数

【専門科目】

日本語教育特講 2

日本語学特講 2

日本語文法特講 2

日本語音声学特講 2

【演習科目】

日本語教育演習 2

日本語学演習 2

日本語文法演習 2

日本語音声学演習 2

【課題実践】

日本語教育課題実践a 2

日本語教育課題実践b 2

日本語教育課題実践c 2

日本語教育課題実践d 2

【専門科目】

英語統語論特講 2

英語意味論特講 2

英語音声学特講 2

英語形態論特講 2

英語教育特講 2

アメリカ文学特講 2

イギリス文学特講 2

表象文化特講 2

アイルランド文学特講 2

言語獲得論特講 2

【演習科目】

英語統語論演習 2

英語意味論演習 2

英語音声学演習 2

英語形態論演習 2

英語教育演習 2

アメリカ文学演習 2

イギリス文学演習 2

表象文化演習 2

アイルランド文学演習 2

言語獲得論演習 2

【課題実践】

英語統語論課題実践a 2

英語統語論課題実践b 2

英語統語論課題実践c 2

英語統語論課題実践d 2

英語意味論課題実践a 2

英語意味論課題実践b 2

英語意味論課題実践c 2

英語意味論課題実践d 2

英語音声学課題実践a 2

英語音声学課題実践b 2

英語音声学課題実践c 2

英語音声学課題実践d 2

英語形態論課題実践a 2

英語形態論課題実践b 2

英語形態論課題実践c 2

英語形態論課題実践d 2

総
合
英
語
専
修

【令和6年度以降入学者】

別表

グローバルカルチャー・コミュニケーション研究科

博士前期課程言語文化コース

専門科目のうち４単位以上選
択必修

演習科目のうち４単位以上選
択必修

課題実践のうち８単位以上選
択必修

科　　　目 修了要件　※

専門科目のうち４単位以上選
択必修

演習科目のうち４単位以上選
択必修

課題実践のうち８単位以上選
択必修

日
本
語
・
日
本
語
教
育
専
修



第２編　大学　（愛知淑徳大学大学院ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙｶﾙﾁｬｰ･ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ研究科規程）
￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣

必　修 選　択

単位数 単位数
科　　　目 修了要件　※

英語教育課題実践a 2

英語教育課題実践b 2

英語教育課題実践c 2

英語教育課題実践d 2

アメリカ文学課題実践a 2

アメリカ文学課題実践b 2

アメリカ文学課題実践c 2

アメリカ文学課題実践d 2

イギリス文学課題実践a 2

イギリス文学課題実践b 2

イギリス文学課題実践c 2

イギリス文学課題実践d 2

表象文化課題実践a 2

表象文化課題実践b 2

表象文化課題実践c 2

表象文化課題実践d 2

アイルランド文学課題実践a 2

アイルランド文学課題実践b 2

アイルランド文学課題実践c 2

アイルランド文学課題実践d 2

言語獲得論課題実践a 2

言語獲得論課題実践b 2

言語獲得論課題実践c 2

言語獲得論課題実践d 2

【専門科目】

中国語教育特講 2

日中比較言語学特講 2

アジア比較文化特講 2

【演習科目】

中国語教育演習 2

日中比較言語学演習 2

アジア比較文化演習 2

【課題実践】

中国語教育課題実践a 2

中国語教育課題実践b 2

中国語教育課題実践c 2

中国語教育課題実践d 2

日中比較言語学課題実践a 2

日中比較言語学課題実践b 2

日中比較言語学課題実践c 2

日中比較言語学課題実践d 2

アジア比較文化課題実践a 2

アジア比較文化課題実践b 2

アジア比較文化課題実践c 2

アジア比較文化課題実践d 2

【研修科目】

外国語教育実践演習（短期） 4

外国語教育実践演習Ⅰ（長期） 6

外国語教育実践演習Ⅱ（長期） 6

言語文化研修（短期） 4

言語文化研修（長期） 6

【コース関連科目】

英語教授法 2

文芸翻訳 2

身体文化論 2

【共通関連科目】

調査技法 2

プレゼンテーション技法 2

グローバルカルチャー・コミュニケーション専攻博士前期課程（言語文化コース）を修了するためには、２年以上在学して、所属専修
の専門科目４単位以上、所属専修の演習科目４単位以上、指導教員の課題実践８単位以上、所属コース関連科目２単位以上を含
む３０単位以上を修得し、必要な研究指導を受けたうえで、修士論文の審査及び試験に合格しなければならない。なお、３０単位に
はグローバルカルチャー・コミュニケーション専攻博士前期課程（交流文化コース）の開設科目を含むことができる。また、修士論文
を提出しない者は、研修科目（レポート提出を義務づける）４単位を含む計３４単位以上修得しなくてはならない。この場合も、３４単
位には、グローバルカルチャー・コミュニケーション専攻博士前期課程（交流文化コース）の開設科目を含むことができる。

※　前期課程修了要件

修士論文非提出者は、研修科
目のうち４単位以上必修

コース関連科目のうち２単位
以上選択必修

専門科目のうち４単位以上選
択必修

演習科目のうち４単位以上選
択必修

課題実践のうち８単位以上選
択必修

東
ア
ジ
ア
言
語
文
化
専
修



第２編　大学　（愛知淑徳大学大学院ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙｶﾙﾁｬｰ･ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ研究科規程）
￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣

必　修 選　択

単位数 単位数

【専門科目】

日本語教育特講 2

日本語学特講 2

日本語文法特講 2

日本語音声学特講 2

【演習科目】

日本語教育演習 2

日本語学演習 2

日本語文法演習 2

日本語音声学演習 2

【課題実践】

日本語教育課題実践a 2

日本語教育課題実践b 2

日本語教育課題実践c 2

日本語教育課題実践d 2

日本語音声学課題実践a 2

日本語音声学課題実践b 2

日本語音声学課題実践c 2

日本語音声学課題実践d 2

【専門科目】

英語統語論特講 2

英語意味論特講 2

英語音声学特講 2

英語形態論特講 2

英語教育特講 2

アメリカ文学特講 2

イギリス文学特講 2

表象文化特講 2

アイルランド文学特講 2

言語獲得論特講 2

【演習科目】

英語統語論演習 2

英語意味論演習 2

英語音声学演習 2

英語形態論演習 2

英語教育演習 2

アメリカ文学演習 2

イギリス文学演習 2

表象文化演習 2

アイルランド文学演習 2

言語獲得論演習 2

【課題実践】

英語統語論課題実践a 2

英語統語論課題実践b 2

英語統語論課題実践c 2

英語統語論課題実践d 2

英語意味論課題実践a 2

英語意味論課題実践b 2

英語意味論課題実践c 2

英語意味論課題実践d 2

英語音声学課題実践a 2

英語音声学課題実践b 2

英語音声学課題実践c 2

英語音声学課題実践d 2

英語形態論課題実践a 2

英語形態論課題実践b 2

英語形態論課題実践c 2

英語形態論課題実践d 2

演習科目のうち４単位以上選
択必修

課題実践のうち８単位以上選
択必修

総
合
英
語
専
修

【令和8年度以降入学者】

別表

グローバルカルチャー・コミュニケーション研究科

博士前期課程言語文化コース

科　　　目 修了要件　※

日
本
語
・
日
本
語
教
育
専
修

専門科目のうち４単位以上選
択必修

演習科目のうち４単位以上選
択必修

課題実践のうち８単位以上選
択必修

専門科目のうち４単位以上選
択必修



第２編　大学　（愛知淑徳大学大学院ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙｶﾙﾁｬｰ･ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ研究科規程）
￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣

必　修 選　択

単位数 単位数
科　　　目 修了要件　※

英語教育課題実践a 2

英語教育課題実践b 2

英語教育課題実践c 2

英語教育課題実践d 2

アメリカ文学課題実践a 2

アメリカ文学課題実践b 2

アメリカ文学課題実践c 2

アメリカ文学課題実践d 2

イギリス文学課題実践a 2

イギリス文学課題実践b 2

イギリス文学課題実践c 2

イギリス文学課題実践d 2

表象文化課題実践a 2

表象文化課題実践b 2

表象文化課題実践c 2

表象文化課題実践d 2

アイルランド文学課題実践a 2

アイルランド文学課題実践b 2

アイルランド文学課題実践c 2

アイルランド文学課題実践d 2

言語獲得論課題実践a 2

言語獲得論課題実践b 2

言語獲得論課題実践c 2

言語獲得論課題実践d 2

【専門科目】

中国語教育特講 2

日中比較言語学特講 2

アジア比較文化特講 2

【演習科目】

中国語教育演習 2

日中比較言語学演習 2

アジア比較文化演習 2

【課題実践】

中国語教育課題実践a 2

中国語教育課題実践b 2

中国語教育課題実践c 2

中国語教育課題実践d 2

日中比較言語学課題実践a 2

日中比較言語学課題実践b 2

日中比較言語学課題実践c 2

日中比較言語学課題実践d 2

アジア比較文化課題実践a 2

アジア比較文化課題実践b 2

アジア比較文化課題実践c 2

アジア比較文化課題実践d 2

【研修科目】

外国語教育実践演習（短期） 4

外国語教育実践演習Ⅰ（長期） 6

外国語教育実践演習Ⅱ（長期） 6

言語文化研修（短期） 4

言語文化研修（長期） 6

【コース関連科目】

英語教授法 2

文芸翻訳 2

身体文化論 2

【共通関連科目】

調査技法 2

プレゼンテーション技法 2

※　前期課程修了要件

グローバルカルチャー・コミュニケーション専攻博士前期課程（言語文化コース）を修了するためには、２年以上在学して、所属専修
の専門科目４単位以上、所属専修の演習科目４単位以上、指導教員の課題実践８単位以上、所属コース関連科目２単位以上を含
む３０単位以上を修得し、必要な研究指導を受けたうえで、修士論文の審査及び試験に合格しなければならない。なお、３０単位に
はグローバルカルチャー・コミュニケーション専攻博士前期課程（交流文化コース）の開設科目を含むことができる。また、修士論文
を提出しない者は、研修科目（レポート提出を義務づける）４単位を含む計３４単位以上修得しなくてはならない。この場合も、３４単
位には、グローバルカルチャー・コミュニケーション専攻博士前期課程（交流文化コース）の開設科目を含むことができる。

東
ア
ジ
ア
言
語
文
化
専
修

専門科目のうち４単位以上選
択必修

演習科目のうち４単位以上選
択必修

課題実践のうち８単位以上選
択必修

修士論文非提出者は、研修科
目のうち４単位以上必修

コース関連科目のうち２単位
以上選択必修



第２編　大学　（愛知淑徳大学大学院ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙｶﾙﾁｬｰ･ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ研究科規程）
￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣

必　修 選　択

単位数 単位数

【専門科目】

多文化共生論特講 2

国際NPO-NGO論特講 2

国際関係論特講 2

ディアスポラ論特講 2

エスニシティ論特講 2

歴史遺産論特講 2

観光文化論特講 2

観光マネジメント論特講 2

国際学特講 2

社会人類学特講 2

【演習科目】

多文化共生論演習 2

国際NPO-NGO論演習 2

国際関係論演習 2

ディアスポラ論演習 2

エスニシティ論演習 2

歴史遺産論演習 2

観光文化論演習 2

観光マネジメント論演習 2

国際学演習 2

社会人類学演習 2

【課題実践】

多文化共生論課題実践a 2

多文化共生論課題実践b 2

多文化共生論課題実践c 2

多文化共生論課題実践d 2

国際NPO-NGO論課題実践a 2

国際NPO-NGO論課題実践b 2

国際NPO-NGO論課題実践c 2

国際NPO-NGO論課題実践d 2

国際関係論課題実践a 2

国際関係論課題実践b 2

国際関係論課題実践c 2

国際関係論課題実践d 2

ディアスポラ論課題実践a 2

ディアスポラ論課題実践b 2

ディアスポラ論課題実践c 2

ディアスポラ論課題実践d 2

エスニシティ論課題実践a 2

エスニシティ論課題実践b 2

エスニシティ論課題実践c 2

エスニシティ論課題実践d 2

歴史遺産論課題実践a 2

歴史遺産論課題実践b 2

歴史遺産論課題実践c 2

歴史遺産論課題実践d 2

観光文化論課題実践a 2

観光文化論課題実践b 2

観光文化論課題実践c 2

観光文化論課題実践d 2

観光マネジメント論課題実践a 2

観光マネジメント論課題実践b 2

観光マネジメント論課題実践c 2

観光マネジメント論課題実践d 2

専門科目のうち４単位以上選
択必修

演習科目のうち４単位以上選
択必修

課題実践のうち８単位以上選
択必修

国
際
交
流
・
観
光
専
修

【令和6年度以降入学者】

別表

グローバルカルチャー・コミュニケーション研究科

博士前期課程交流文化コース

科　　　目 修了要件　※



第２編　大学　（愛知淑徳大学大学院ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙｶﾙﾁｬｰ･ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ研究科規程）
￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣

必　修 選　択

単位数 単位数
科　　　目 修了要件　※

【専門科目】

レトリック特講 2

言語とコミュニケーション特講 2

メディア理論特講 2

異文化コミュニケーション論特講 2

日本文化研究特講 2

ビジネスコミュニケーション論特講 2

社会学特講 2

【演習科目】

レトリック演習 2

言語とコミュニケーション演習 2

メディア理論演習 2

異文化コミュニケーション論演習 2

日本文化研究演習 2

ビジネスコミュニケーション論演習 2

社会学演習 2

【課題実践】

レトリック課題実践a 2

レトリック課題実践b 2

レトリック課題実践c 2

レトリック課題実践d 2

言語とコミュニケーション課題実践a 2

言語とコミュニケーション課題実践b 2

言語とコミュニケーション課題実践c 2

言語とコミュニケーション課題実践d 2

メディア理論課題実践a 2

メディア理論課題実践b 2

メディア理論課題実践c 2

メディア理論課題実践d 2

異文化コミュニケーション論課題実践a 2

異文化コミュニケーション論課題実践b 2

異文化コミュニケーション論課題実践c 2

異文化コミュニケーション論課題実践d 2

日本文化研究課題実践a 2

日本文化研究課題実践b 2

日本文化研究課題実践c 2

日本文化研究課題実践d 2

ビジネスコミュニケーション論課題実践a 2

ビジネスコミュニケーション論課題実践b 2

ビジネスコミュニケーション論課題実践c 2

ビジネスコミュニケーション論課題実践d 2

【研修科目】

国際社会貢献実践演習（短期） 4

国際社会貢献実践演習（長期） 6

地域文化交流研修（短期） 4

地域文化交流研修（長期） 6

【コース関連科目】

ジェンダーと開発 2

地域文化交流 2

ビジネスプレゼンテーション 2

グローバルビジネス 2

【共通関連科目】

調査技法 2

プレゼンテーション技法 2

グローバルカルチャー・コミュニケーション専攻博士前期課程（交流文化コース）を修了するためには、２年以上在学して、所属専修
の専門科目４単位以上、所属専修の演習科目４単位以上、指導教員の課題実践８単位以上、所属コース関連科目２単位以上を含
む３０単位以上を修得し、必要な研究指導を受けたうえで、修士論文の審査及び試験に合格しなければならない。なお、３０単位に
はグローバルカルチャー・コミュニケーション専攻博士前期課程（言語文化コース）の開設科目を含むことができる。また、修士論文を
提出しない者は、研修科目（レポート提出を義務づける）４単位を含む計３４単位以上修得しなくてはならない。この場合も、３４単位
には、グローバルカルチャー・コミュニケーション専攻博士前期課程（言語文化コース）の開設科目を含むことができる。

コース関連科目のうち２単位
以上選択必修

※　前期課程修了要件

グ
ロ
ー

バ
ル
ス
タ
デ
ィ
ー

ズ
専
修

専門科目のうち４単位以上選
択必修

演習科目のうち４単位以上選
択必修

課題実践のうち８単位以上選
択必修

修士論文非提出者は、研修
科目のうち４単位以上必修



第２編　大学　（愛知淑徳大学大学院ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙｶﾙﾁｬｰ･ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ研究科規程）
￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣

必　修 選　択

単位数 単位数

【専門科目】

多文化共生論特講 2

国際NPO-NGO論特講 2

国際関係論特講 2

ディアスポラ論特講 2

エスニシティ論特講 2

歴史遺産論特講 2

観光文化論特講 2

観光マネジメント論特講 2

地域社会特講 2

観光学特講 2

国際学特講 2

国際開発学特講 2

社会人類学特講 2

【演習科目】

多文化共生論演習 2

国際NPO-NGO論演習 2

国際関係論演習 2

ディアスポラ論演習 2

エスニシティ論演習 2

歴史遺産論演習 2

観光文化論演習 2

観光マネジメント論演習 2

地域社会演習 2

観光学演習 2

国際学演習 2

国際開発学演習 2

社会人類学演習 2

【課題実践】

多文化共生論課題実践a 2

多文化共生論課題実践b 2

多文化共生論課題実践c 2

多文化共生論課題実践d 2

国際NPO-NGO論課題実践a 2

国際NPO-NGO論課題実践b 2

国際NPO-NGO論課題実践c 2

国際NPO-NGO論課題実践d 2

国際関係論課題実践a 2

国際関係論課題実践b 2

国際関係論課題実践c 2

国際関係論課題実践d 2

ディアスポラ論課題実践a 2

ディアスポラ論課題実践b 2

ディアスポラ論課題実践c 2

ディアスポラ論課題実践d 2

エスニシティ論課題実践a 2

エスニシティ論課題実践b 2

エスニシティ論課題実践c 2

エスニシティ論課題実践d 2

歴史遺産論課題実践a 2

歴史遺産論課題実践b 2

歴史遺産論課題実践c 2

歴史遺産論課題実践d 2

観光文化論課題実践a 2

観光文化論課題実践b 2

観光文化論課題実践c 2

観光文化論課題実践d 2

観光マネジメント論課題実践a 2

観光マネジメント論課題実践b 2

観光マネジメント論課題実践c 2

観光マネジメント論課題実践d 2

専門科目のうち４単位以上選
択必修

演習科目のうち４単位以上選
択必修

課題実践のうち８単位以上選
択必修

国
際
交
流
・
観
光
専
修

【令和8年度以降入学者】

別表

グローバルカルチャー・コミュニケーション研究科

博士前期課程交流文化コース

科　　　目 修了要件　※



第２編　大学　（愛知淑徳大学大学院ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙｶﾙﾁｬｰ･ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ研究科規程）
￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣

必　修 選　択

単位数 単位数
科　　　目 修了要件　※

地域社会課題実践a 2

地域社会課題実践b 2

地域社会課題実践c 2

地域社会課題実践d 2

観光学課題実践a 2

観光学課題実践b 2

観光学課題実践c 2

観光学課題実践d 2

国際学課題実践a 2

国際学課題実践b 2

国際学課題実践c 2

国際学課題実践d 2

国際開発学課題実践a 2

国際開発学課題実践b 2

国際開発学課題実践c 2

国際開発学課題実践d 2

社会人類学課題実践a 2

社会人類学課題実践b 2

社会人類学課題実践c 2

社会人類学課題実践d 2

【専門科目】

レトリック特講 2

言語とコミュニケーション特講 2

メディア理論特講 2

異文化コミュニケーション論特講 2

日本文化研究特講 2

ビジネスコミュニケーション論特講 2

社会学特講 2

【演習科目】

レトリック演習 2

言語とコミュニケーション演習 2

メディア理論演習 2

異文化コミュニケーション論演習 2

日本文化研究演習 2

ビジネスコミュニケーション論演習 2

社会学演習 2

【課題実践】

レトリック課題実践a 2

レトリック課題実践b 2

レトリック課題実践c 2

レトリック課題実践d 2

言語とコミュニケーション課題実践a 2

言語とコミュニケーション課題実践b 2

言語とコミュニケーション課題実践c 2

言語とコミュニケーション課題実践d 2

メディア理論課題実践a 2

メディア理論課題実践b 2

メディア理論課題実践c 2

メディア理論課題実践d 2

異文化コミュニケーション論課題実践a 2

異文化コミュニケーション論課題実践b 2

異文化コミュニケーション論課題実践c 2

異文化コミュニケーション論課題実践d 2

日本文化研究課題実践a 2

日本文化研究課題実践b 2

日本文化研究課題実践c 2

日本文化研究課題実践d 2

ビジネスコミュニケーション論課題実践a 2

ビジネスコミュニケーション論課題実践b 2

ビジネスコミュニケーション論課題実践c 2

ビジネスコミュニケーション論課題実践d 2

社会学論課題実践a 2

社会学論課題実践b 2

社会学論課題実践c 2

社会学論課題実践d 2

専門科目のうち４単位以上選
択必修

演習科目のうち４単位以上選
択必修

課題実践のうち８単位以上選
択必修グ

ロ
ー

バ
ル
ス
タ
デ
ィ
ー

ズ
専
修



第２編　大学　（愛知淑徳大学大学院ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙｶﾙﾁｬｰ･ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ研究科規程）
￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣

必　修 選　択

単位数 単位数
科　　　目 修了要件　※

【研修科目】

国際社会貢献実践演習（短期） 4

国際社会貢献実践演習（長期） 6

地域文化交流研修（短期） 4

地域文化交流研修（長期） 6

【コース関連科目】

ジェンダーと開発 2

地域文化交流 2

ビジネスプレゼンテーション 2

グローバルビジネス 2

【共通関連科目】

調査技法 2

プレゼンテーション技法 2

グローバルカルチャー・コミュニケーション専攻博士前期課程（交流文化コース）を修了するためには、２年以上在学して、所属専修
の専門科目４単位以上、所属専修の演習科目４単位以上、指導教員の課題実践８単位以上、所属コース関連科目２単位以上を含
む３０単位以上を修得し、必要な研究指導を受けたうえで、修士論文の審査及び試験に合格しなければならない。なお、３０単位に
はグローバルカルチャー・コミュニケーション専攻博士前期課程（言語文化コース）の開設科目を含むことができる。また、修士論文
を提出しない者は、研修科目（レポート提出を義務づける）４単位を含む計３４単位以上修得しなくてはならない。この場合も、３４単
位には、グローバルカルチャー・コミュニケーション専攻博士前期課程（言語文化コース）の開設科目を含むことができる。

修士論文非提出者は、研修科
目のうち４単位以上必修

コース関連科目のうち２単位
以上選択必修

※　前期課程修了要件



第２編　大学　（愛知淑徳大学大学院ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙｶﾙﾁｬｰ･ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ研究科規程）
￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣

必　修 選　択

単位数 単位数

グローバルカルチャー・コミュニケーション特殊研究Ⅵ(1)a 2

グローバルカルチャー・コミュニケーション特殊研究Ⅵ(1)b 2

グローバルカルチャー・コミュニケーション特殊研究Ⅵ(2)a 2

グローバルカルチャー・コミュニケーション特殊研究Ⅵ(2)b 2

グローバルカルチャー・コミュニケーション特殊研究Ⅵ(3)a 2

グローバルカルチャー・コミュニケーション特殊研究Ⅵ(3)b 2

グローバルカルチャー・コミュニケーション特殊研究Ⅸ(1)a 2

グローバルカルチャー・コミュニケーション特殊研究Ⅸ(1)b 2

グローバルカルチャー・コミュニケーション特殊研究Ⅸ(2)a 2

グローバルカルチャー・コミュニケーション特殊研究Ⅸ(2)b 2

グローバルカルチャー・コミュニケーション特殊研究Ⅸ(3)a 2

グローバルカルチャー・コミュニケーション特殊研究Ⅸ(3)b 2

グローバルカルチャー・コミュニケーション特殊研究Ⅰ(1)a 2

グローバルカルチャー・コミュニケーション特殊研究Ⅰ(1)b 2

グローバルカルチャー・コミュニケーション特殊研究Ⅰ(2)a 2

グローバルカルチャー・コミュニケーション特殊研究Ⅰ(2)b 2

グローバルカルチャー・コミュニケーション特殊研究Ⅰ(3)a 2

グローバルカルチャー・コミュニケーション特殊研究Ⅰ(3)b 2

グローバルカルチャー・コミュニケーション特殊研究Ⅱ(1)a 2

グローバルカルチャー・コミュニケーション特殊研究Ⅱ(1)b 2

グローバルカルチャー・コミュニケーション特殊研究Ⅱ(2)a 2

グローバルカルチャー・コミュニケーション特殊研究Ⅱ(2)b 2

グローバルカルチャー・コミュニケーション特殊研究Ⅱ(3)a 2

グローバルカルチャー・コミュニケーション特殊研究Ⅱ(3)b 2

グローバルカルチャー・コミュニケーション特殊研究Ⅲ(1)a 2

グローバルカルチャー・コミュニケーション特殊研究Ⅲ(1)b 2

グローバルカルチャー・コミュニケーション特殊研究Ⅲ(2)a 2

グローバルカルチャー・コミュニケーション特殊研究Ⅲ(2)b 2

グローバルカルチャー・コミュニケーション特殊研究Ⅲ(3)a 2

グローバルカルチャー・コミュニケーション特殊研究Ⅲ(3)b 2

グローバルカルチャー・コミュニケーション特殊研究Ⅳ(1)a 2

グローバルカルチャー・コミュニケーション特殊研究Ⅳ(1)b 2

グローバルカルチャー・コミュニケーション特殊研究Ⅳ(2)a 2

グローバルカルチャー・コミュニケーション特殊研究Ⅳ(2)b 2

グローバルカルチャー・コミュニケーション特殊研究Ⅳ(3)a 2

グローバルカルチャー・コミュニケーション特殊研究Ⅳ(3)b 2

グローバルカルチャー・コミュニケーション特殊研究Ⅴ(1)a 2

グローバルカルチャー・コミュニケーション特殊研究Ⅴ(1)b 2

グローバルカルチャー・コミュニケーション特殊研究Ⅴ(2)a 2

グローバルカルチャー・コミュニケーション特殊研究Ⅴ(2)b 2

グローバルカルチャー・コミュニケーション特殊研究Ⅴ(3)a 2

グローバルカルチャー・コミュニケーション特殊研究Ⅴ(3)b 2

グローバルカルチャー・コミュニケーション特殊研究Ⅶ(1)a 2

グローバルカルチャー・コミュニケーション特殊研究Ⅶ(1)b 2

グローバルカルチャー・コミュニケーション特殊研究Ⅶ(2)a 2

グローバルカルチャー・コミュニケーション特殊研究Ⅶ(2)b 2

グローバルカルチャー・コミュニケーション特殊研究Ⅶ(3)a 2

グローバルカルチャー・コミュニケーション特殊研究Ⅶ(3)b 2

グローバルカルチャー・コミュニケーション特殊研究Ⅷ(1)a 2

グローバルカルチャー・コミュニケーション特殊研究Ⅷ(1)b 2

グローバルカルチャー・コミュニケーション特殊研究Ⅷ(2)a 2

グローバルカルチャー・コミュニケーション特殊研究Ⅷ(2)b 2

グローバルカルチャー・コミュニケーション特殊研究Ⅷ(3)a 2

グローバルカルチャー・コミュニケーション特殊研究Ⅷ(3)b 2

グローバルカルチャー・コミュニケーション専攻博士後期課程を修了するためには、３年以上在学して上記科目中、指導教員（副指
導教員を除く）の特殊研究を１２単位以上修得し、必要な研究指導を受けたうえで、博士論文の審査および試験に合格しなければ
ならない。

【令和６年度以降入学者】

別表

グローバルカルチャー・コミュニケーション研究科

博士後期課程

科　　　目 修了要件　※

言
語
文
化
コ
ー

ス

各年次４単位以上、合計12単
位以上選択必修

各年次４単位以上、合計12単
位以上選択必修

※　後期課程修了要件

交
流
文
化
コ
ー

ス



第２編　大学　（愛知淑徳大学大学院ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙｶﾙﾁｬｰ･ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ研究科規程）
￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣

必　修 選　択

単位数 単位数

グローバルカルチャー・コミュニケーション特殊研究Ⅰ(1)a 2

グローバルカルチャー・コミュニケーション特殊研究Ⅰ(1)b 2

グローバルカルチャー・コミュニケーション特殊研究Ⅰ(2)a 2

グローバルカルチャー・コミュニケーション特殊研究Ⅰ(2)b 2

グローバルカルチャー・コミュニケーション特殊研究Ⅰ(3)a 2

グローバルカルチャー・コミュニケーション特殊研究Ⅰ(3)b 2

グローバルカルチャー・コミュニケーション特殊研究Ⅳ(1)a 2

グローバルカルチャー・コミュニケーション特殊研究Ⅳ(1)b 2

グローバルカルチャー・コミュニケーション特殊研究Ⅳ(2)a 2

グローバルカルチャー・コミュニケーション特殊研究Ⅳ(2)b 2

グローバルカルチャー・コミュニケーション特殊研究Ⅳ(3)a 2

グローバルカルチャー・コミュニケーション特殊研究Ⅳ(3)b 2

グローバルカルチャー・コミュニケーション特殊研究Ⅴ(1)a 2

グローバルカルチャー・コミュニケーション特殊研究Ⅴ(1)b 2

グローバルカルチャー・コミュニケーション特殊研究Ⅴ(2)a 2

グローバルカルチャー・コミュニケーション特殊研究Ⅴ(2)b 2

グローバルカルチャー・コミュニケーション特殊研究Ⅴ(3)a 2

グローバルカルチャー・コミュニケーション特殊研究Ⅴ(3)b 2

グローバルカルチャー・コミュニケーション特殊研究Ⅵ(1)a 2

グローバルカルチャー・コミュニケーション特殊研究Ⅵ(1)b 2

グローバルカルチャー・コミュニケーション特殊研究Ⅵ(2)a 2

グローバルカルチャー・コミュニケーション特殊研究Ⅵ(2)b 2

グローバルカルチャー・コミュニケーション特殊研究Ⅵ(3)a 2

グローバルカルチャー・コミュニケーション特殊研究Ⅵ(3)b 2

グローバルカルチャー・コミュニケーション特殊研究Ⅶ(1)a 2

グローバルカルチャー・コミュニケーション特殊研究Ⅶ(1)b 2

グローバルカルチャー・コミュニケーション特殊研究Ⅶ(2)a 2

グローバルカルチャー・コミュニケーション特殊研究Ⅶ(2)b 2

グローバルカルチャー・コミュニケーション特殊研究Ⅶ(3)a 2

グローバルカルチャー・コミュニケーション特殊研究Ⅶ(3)b 2

グローバルカルチャー・コミュニケーション特殊研究Ⅸ(1)a 2

グローバルカルチャー・コミュニケーション特殊研究Ⅸ(1)b 2

グローバルカルチャー・コミュニケーション特殊研究Ⅸ(2)a 2

グローバルカルチャー・コミュニケーション特殊研究Ⅸ(2)b 2

グローバルカルチャー・コミュニケーション特殊研究Ⅸ(3)a 2

グローバルカルチャー・コミュニケーション特殊研究Ⅸ(3)b 2

グローバルカルチャー・コミュニケーション特殊研究Ⅹ(1)a 2

グローバルカルチャー・コミュニケーション特殊研究Ⅹ(1)b 2

グローバルカルチャー・コミュニケーション特殊研究Ⅹ(2)a 2

グローバルカルチャー・コミュニケーション特殊研究Ⅹ(2)b 2

グローバルカルチャー・コミュニケーション特殊研究Ⅹ(3)a 2

グローバルカルチャー・コミュニケーション特殊研究Ⅹ(3)b 2

グローバルカルチャー・コミュニケーション特殊研究Ⅱ(1)a 2

グローバルカルチャー・コミュニケーション特殊研究Ⅱ(1)b 2

グローバルカルチャー・コミュニケーション特殊研究Ⅱ(2)a 2

グローバルカルチャー・コミュニケーション特殊研究Ⅱ(2)b 2

グローバルカルチャー・コミュニケーション特殊研究Ⅱ(3)a 2

グローバルカルチャー・コミュニケーション特殊研究Ⅱ(3)b 2

グローバルカルチャー・コミュニケーション特殊研究Ⅲ(1)a 2

グローバルカルチャー・コミュニケーション特殊研究Ⅲ(1)b 2

グローバルカルチャー・コミュニケーション特殊研究Ⅲ(2)a 2

グローバルカルチャー・コミュニケーション特殊研究Ⅲ(2)b 2

グローバルカルチャー・コミュニケーション特殊研究Ⅲ(3)a 2

グローバルカルチャー・コミュニケーション特殊研究Ⅲ(3)b 2

【令和8年度以降入学者】

別表

グローバルカルチャー・コミュニケーション研究科

博士後期課程

科　　　目 修了要件　※

各年次４単位以上、合計12単
位以上選択必修

各年次４単位以上、合計12単
位以上選択必修

言
語
文
化
コ
ー

ス



第２編　大学　（愛知淑徳大学大学院ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙｶﾙﾁｬｰ･ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ研究科規程）
￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣

必　修 選　択

単位数 単位数
科　　　目 修了要件　※

グローバルカルチャー・コミュニケーション特殊研究Ⅷ(1)a 2

グローバルカルチャー・コミュニケーション特殊研究Ⅷ(1)b 2

グローバルカルチャー・コミュニケーション特殊研究Ⅷ(2)a 2

グローバルカルチャー・コミュニケーション特殊研究Ⅷ(2)b 2

グローバルカルチャー・コミュニケーション特殊研究Ⅷ(3)a 2

グローバルカルチャー・コミュニケーション特殊研究Ⅷ(3)b 2

グローバルカルチャー・コミュニケーション特殊研究ⅩⅠ(1)a 2

グローバルカルチャー・コミュニケーション特殊研究ⅩⅠ(1)b 2

グローバルカルチャー・コミュニケーション特殊研究ⅩⅠ(2)a 2

グローバルカルチャー・コミュニケーション特殊研究ⅩⅠ(2)b 2

グローバルカルチャー・コミュニケーション特殊研究ⅩⅠ(3)a 2

グローバルカルチャー・コミュニケーション特殊研究ⅩⅠ(3)b 2

グローバルカルチャー・コミュニケーション特殊研究ⅩⅡ(1)a 2

グローバルカルチャー・コミュニケーション特殊研究ⅩⅡ(1)b 2

グローバルカルチャー・コミュニケーション特殊研究ⅩⅡ(2)a 2

グローバルカルチャー・コミュニケーション特殊研究ⅩⅡ(2)b 2

グローバルカルチャー・コミュニケーション特殊研究ⅩⅡ(3)a 2

グローバルカルチャー・コミュニケーション特殊研究ⅩⅡ(3)b 2

グローバルカルチャー・コミュニケーション特殊研究ⅩⅢ(1)a 2

グローバルカルチャー・コミュニケーション特殊研究ⅩⅢ(1)b 2

グローバルカルチャー・コミュニケーション特殊研究ⅩⅢ(2)a 2

グローバルカルチャー・コミュニケーション特殊研究ⅩⅢ(2)b 2

グローバルカルチャー・コミュニケーション特殊研究ⅩⅢ(3)a 2

グローバルカルチャー・コミュニケーション特殊研究ⅩⅢ(3)b 2

※　後期課程修了要件

グローバルカルチャー・コミュニケーション専攻博士後期課程を修了するためには、３年以上在学して上記科目中、指導教員（副指
導教員を除く）の特殊研究を１２単位以上修得し、必要な研究指導を受けたうえで、博士論文の審査および試験に合格しなければな
らない。
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